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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】前桁、側桁の端面を柱の前桁取付面、側桁取付
面に斜めに突き当て連結した場合に、その端面が各取付
面から張り出さないと共に、枠体内に屋根板を前桁の内
側面を基準とした取付時に、その屋根板の側部と側桁内
側面間の隙間発生を防止する。
【解決手段】柱１、枠体、屋根体を備え、前桁４端面４
ａ、側桁５端面５ａを前桁取付面１ａ、側桁取付面１ｂ
に突き当て連結し、前記前桁取付面１ａ、側桁取付面１
ｂの幅方向寸法を前桁４、側桁５の幅方向寸法より大き
く、前桁４、側桁５の端面４ａ，５ａを斜めとした各取
付面に突き当て連結した場合に、その端面４ａ，５ａが
取付面１ａ，１ｂより張り出させず、前記前桁４の内側
面４ｂにアタッチメント１０を取付け、アタッチメント
１０に横部材２０を取付け、側桁４の内側面４ｂまで連
続し、屋根体３の前部を横部材２０で支持し側部を側桁
４の内側面４ｂまで連続して隙間発生のない屋外構造物
とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柱と、この柱に取付けた前桁と側桁を有する枠体と、この枠体に取付けた屋根体を備え
、
　前記前桁の幅方向寸法は柱の前桁取付面の幅方向寸法よりも小さく、その前桁の端面を
支柱の前桁取付面に張り出ししないように突き当てて連結し、
　前記側桁の幅方向寸法は柱の側桁取付面の幅方向寸法よりも小さく、その側桁の端面を
支柱の側桁取付面に張り出ししないように突き当てて連結し、
　前記前桁の内側面にアタッチメントを取付け、このアタッチメントの横部材取付面を柱
の側桁取付面と面一とし、
　アタッチメントの横部材取付面に横部材を取付け、この横部材を側桁の内側面まで連続
し、
　前記枠体内に屋根体を、その前部を横部材で支持すると共に、その屋根体の側部を側桁
の内側面まで連続して取付けたことを特徴とする屋外構造物。
【請求項２】
　側桁の内側面に側部支持材を取付け、この側部支持材で屋根体の側部を支持するように
した請求項１記載の屋外構造物。
【請求項３】
　横部材は底壁部と一側立上り部と他側立上り部で雨樋用凹部を有する形状で、
　その一側立上り部をアタッチメントの横部材取付面にビス止めして取付け、
　前記他側立上り部に屋根板支持材を取付け、この屋根板支持材で屋根板の前端部を浮き
上がることがないように支持した請求項１又は２記載の屋外構造物。
【請求項４】
　柱と、この柱に取付けた前桁と側桁を有する枠体と、この枠体に取付けた屋根体を備え
、
　前記前桁の幅方向寸法は柱の前桁取付面の幅方向寸法よりも小さく、その前桁の端面を
支柱の前桁取付面に張り出ししないように突き当てて連結し、
　前記側桁の内側面に補助側桁を取付け、この補助側桁の内側面を柱の前桁取付面と面一
とし、
　前記枠体内に屋根体を、その前部を横部材で支持すると共に、屋根体の側部を補助側桁
の内側面まで連続して取付けたことを特徴とする屋外構造物。
【請求項５】
　補助側桁の内側面に側部支持材を取付け、屋根体の側部を側部支持材で支持するように
した請求項４記載の屋外構造物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テラス、バルコニー、パーゴラ、カーポート、サンルーム、玄関、通路等に
用いる屋外構造物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、テラス等に用いる屋外構造物としては種々のものが知られている。
　例えば、特許文献１には、支柱と、この支柱に取付けた枠体と、この枠体に取付けた屋
根体を備えたテラスとして用いる屋外構造物が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－３４３００９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　前述したような従来の屋外構造物の枠体は前桁と側桁を備え、その前桁と側桁を柱に連
結している。
　例えば、図１１に示すように、支柱１００の前桁取付面１０１に前桁１０２の長手方向
の端面１０２ａを突き当てて金具等を用いて連結し、支柱１００の側桁取付面１０３に側
桁１０４の長手方向の端面１０４ａを突き当てて金具等を用いて連結している。
　前記前桁１０２の長手方向と直角方向（以下、幅方向）の寸法は柱１００の前桁取付面
１０１の幅方向の寸法と同一で、前記側桁１０４の幅方向の寸法は柱１００の側桁取付面
１０３の幅方向の寸法と同一である。
　このために、前桁１０２、側桁１０４を各取付面と直角に連結する場合には問題がない
が、例えば図１２に示すように、前桁１０２、側桁１０４を各取付面と直角ではなく斜め
にして連結する場合には、前桁１０２の端面１０２ａ、側桁１０４の端面１０４ａが柱１
００の前桁取付面１０１、側桁取付面１０３から張り出してしまうので、見栄えが悪い。
【０００５】
　前述のことを解消するために従来は、柱１００の幅方向寸法を前桁１０２、側桁１０４
の幅方向寸法よりも大きくして、前桁１０２、後桁１０３を斜めに連結しても前桁１０２
の端面１０２ａ、側桁１０４の端面１０４ａが柱１００の取付面から張り出さないように
している。
　しかし、このようにすると図１３に示すように、柱１００の前桁取付面１０１と前桁１
０２の内側面１０２ｂとの間、柱１００の側桁取付面１０３と側桁１０４の内側面１０４
ｂとの間、つまり前桁１０２と他桁１０４のコーナー部に段差が生じる。
　このために、枠体内に屋根体１０５を、前桁１０２の内側面１０２ｂを基準として取付
けた場合に、その屋根体１０５の側部と側桁１０４の内側面１０４ｂとの間に大きな隙間
が生じてしまう。
【０００６】
　本発明の目的は、同一の柱、前桁、側桁を用いて柱の取付面に前桁、側桁を斜めに連結
した場合に、前桁、側桁の端面が柱の取付面から張り出すことがないようにできると共に
、枠体内に取付けた屋根体の側部と側桁の内側面との間に大きな隙間が生じないようにし
た屋外構造物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の発明は、柱と、この柱に取付けた前桁と側桁を有する枠体と、この枠体に取付け
た屋根体を備え、
　前記前桁の幅方向寸法は柱の前桁取付面の幅方向寸法よりも小さく、その前桁の端面を
支柱の前桁取付面に張り出ししないように突き当てて連結し、
　前記側桁の幅方向寸法は柱の側桁取付面の幅方向寸法よりも小さく、その側桁の端面を
支柱の側桁取付面に張り出ししないように突き当てて連結し、
　前記前桁の内側面にアタッチメントを取付け、このアタッチメントの横部材取付面を柱
の側桁取付面と面一とし、
　前記アタッチメントの横部材取付面に横部材を取付け、この横部材を側桁の内側面まで
連続し、
　前記枠体内に屋根体を、その前部を横部材で支持すると共に、その屋根体の側部を側桁
の内側面まで連続して取付けたことを特徴とする屋外構造物である。
【０００８】
　第１の発明においては、側桁の内側面に側部支持材を取付け、この側部支持材で屋根体
の側部を支持するようにすることが好ましい。
【０００９】
　このようにすれば、屋根体の側部を側桁で支持できる。
　また、側部支持材を屋根体の傾斜角度に応じて水平に対して斜めに取付けできるから、
側桁をアルミ押出形材とすることができる。
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【００１０】
　第１の発明においては、横部材は底壁部と一側立上り部と他側立上り部で雨樋用凹部を
有する形状で、
　その一側立上り部をアタッチメントの横部材取付面にビス止めして取付け、
　前記他側立上り部に屋根板支持材を取付け、この屋根板支持材で屋根板の前端部を浮き
上がることがないように支持することが好ましい。
【００１１】
　このようにすれば、横部材が雨樋となり、その雨樋用凹部が側桁の内側面まで連続する
ので、その側桁の内側面近くの雨水は雨樋用凹部内に流れ込むから、側桁の内側面近くの
雨水が落下することがない。
　また、屋根板の前端部が浮き上がることを防止できる。
【００１２】
　第２の発明は、柱と、この柱に取付けた前桁と側桁を有する枠体と、この枠体に取付け
た屋根体を備え、
　前記前桁の幅方向寸法は柱の前桁取付面の幅方向寸法よりも小さく、その前桁の端面を
支柱の前桁取付面に張り出ししないように突き当てて連結し、
　前記側桁の内側面に補助側桁を取付け、この補助側桁の内側面を柱の前桁取付面と面一
とし、
　前記枠体内に屋根体を、その前部を横部材で支持すると共に、屋根体の側部を補助側桁
の内側面まで連続して取付けたことを特徴とする屋外構造物である。
【００１３】
　第２の発明においては、補助側桁の内側面に側部支持材を取付け、屋根体の側部を側部
支持材で支持するようにすることが好ましい。
【００１４】
　このようにすれば、屋根体の側部を補助側桁で支持できる。
【発明の効果】
【００１５】
請求項１，２に係る発明によれば、柱の前桁取付面の幅方向寸法が前桁の幅方向寸法より
も大きく、柱の側桁取付面の幅方向寸法が側桁の幅方向寸法よりも大きいので、その前桁
、側桁の端面を長手方向と直角ではなく斜めとして柱の取付面に斜めに連結しても、その
端面が柱の取付面から張り出すことがない。
　したがって、同一の柱、前桁、側桁を用いて柱の取付面に前桁、側桁を斜めに連結した
場合に、その前桁、側桁の端面が柱の取付面から張り出すことがない。
【００１６】
　請求項１に係る発明によれば、前桁の内側面と柱の前桁取付面との間の段差をアタッチ
メントで吸収し、そのアタッチメントの横部材取付面が柱の側桁取付面と同一で、前桁に
取付けた横部材が側桁の内側面まで連続しているから、屋根体の前部を横部材で支持し、
前桁の内側面を基準として枠体内に取付けることで、その屋根体の側部と側桁の内側面と
の間に大きな隙間が生じることがないようにできる。
【００１７】
　請求項４に係る発明によれば、側桁の内側面と柱の側桁取付面との間の段差を補助側桁
で吸収し、その補助側桁の内側面を柱の前桁取付面と面一とすることができるから、その
前桁を基準として屋根体を枠体内に取付けた場合に屋根体の側部と側桁の内側面との間に
大きな隙間が生じることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１の実施の形態を示す全体斜視図である。
【図２】柱と前桁と側桁の連結部の斜視図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態を示す全体斜視図である。
【図４】本発明の第３の実施の形態を示す全体斜視図である。
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【図５】第１の実施の形態における前桁部分の断面図である。
【図６】第１の実施の形態における側桁部分の断面図である。
【図７】垂木と垂木掛けの分解斜視図である。
【図８】壁付式の場合の垂木掛け部分の断面図である。
【図９】独立式の場合の垂木掛け部分の断面図である。
【図１０】本発明の屋根体取付けの第２の実施の形態を示す概略平面図である。
【図１１】従来の柱と前桁・側桁の連結を示す平面図である。
【図１２】前桁・側桁を斜めに取付けた場合の平面図である。
【図１３】従来の不具合を説明する平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１に示すように、柱１と、この柱１に連結した枠体２と、この枠体２内に取付けた屋
根体３で屋外構造物を構成している。
　前記枠体２は前桁４と側桁５を備え、その前桁４の長手方向の端面４ａが柱１の前桁取
付面１ａに突き当てて連結される。前記側桁５の長手方向の端面５ａが柱１の側桁取付面
１ｂに突き当てて連結される。
【００２０】
　図２に示すように、前記柱１の前桁取付面１ａの長手方向と直角方向の寸法（以下、幅
方向寸法という）Ｓ１は、前桁４の長手方向と直角方向の寸法（以下、幅方向寸法という
）Ｓ２よりも大きい。そして、前桁４の端面４ａを前桁取付面１ａに幅方向に張り出すこ
とがないように突き当てて連結される。例えば、Ｌ字型又はコ字型の金具を用いてボルト
・ナットで連結される。
【００２１】
　このようであるから、前桁４の端面４ａを長手方向と直角ではなく斜めとして柱１の前
桁取付面１ａに斜めに連結した場合に、その前桁４の端面４ａが前桁取付面１ａから幅方
向に張り出すことがない。
【００２２】
　図２に示すように、前記柱１の側桁取付面１ｂの長手方向と直角方向の寸法（以下、幅
方向寸法という）Ｓ３は、側桁５の長手方向と直角方向の寸法（以下、幅方向寸法という
）Ｓ４よりも大きい。そして、側桁５の端面５ａを側桁取付面１ｂに幅方向に張り出すこ
とがないように突き当てて連結される。例えば、Ｌ字型又はコ字型の金具を用いてボルト
・ナットで連結される。
【００２３】
　このようであるから、側桁５の端面５ａを長手方向と直角ではなく斜めとして柱１ａの
側桁取付面１ｂに斜めに連結した場合に、その側桁５の端面５ａが前桁取付面１ｂから幅
方向に張り出すことがない。
【００２４】
　図１に示す実施の形態では、前記柱１は地面等に垂直に設置されている。
　前記枠体２は前桁４と左右の側桁５で平面コ字形状で、その前桁４、側桁５は水平とな
るように柱１に連結されている。
　前記屋根体３は水平に対して傾斜していると共に、この屋根体３は枠体２から上方及び
下方に突出しないように取付けてある。
【００２５】
　このようであるから、垂直な柱１と水平な前桁４、側桁５を簡単に連結でき、短時間に
組立てできる。
　また、屋根体３は枠体２から上方、下方に突出せずに枠体２内に収納されているので、
外観の見栄えが良い。
【００２６】
　図１に示す屋外構造物は壁付式で、枠体２の左右の側桁５の柱１と反対側の端部と屋根
体３の前桁４と反対側の端部が建物の外壁６に取付けてある。
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　前記屋根体３は平面矩形状で、その建物の外壁６側が高く、前桁４側が低くなるように
水平に対して傾斜している。この屋根体３の前部が前桁４の内側面４ｂに支持され、左右
の側部が左右の側桁５の内側面５ｂに支持され、屋根体３の後部が建物の外壁６に取付け
られる。
【００２７】
　本発明に係る屋外構造物は前述の壁付式に限ることはなく、図３に示す独立式でも良い
。
　独立式の屋外構造物は、４本の支柱１を有し、枠体２は前桁４と左右の側桁５と後桁７
で方形状で、前桁４が前側一対の柱１間に連結され、後桁７が後側一対の柱１間に連結さ
れ、前側の柱１と後側の柱１間に側桁５が連結されている。図３においては、左右の側桁
５間に中間桁８を連結して２つの枠部を区画し、一方の枠部に屋根体３を取付け、他方は
開放している。
　この独立式の屋外構造物であれば、設置場所に制約を受けないので、カーポート、サン
ルーム、玄関、通路等に用いることができる。
【００２８】
　前述の壁付式の屋外構造物の場合には柱１の数は２本に限ることはない。例えば図４に
示すように、建物の外壁６の入隅部６ａに取付ける場合には柱１の数は１本でも良い。
　この場合には、枠体２は１つの前桁４と１つの側桁５で鉤形状で、その前桁４、側桁５
が柱１と建物の外壁６に連結される。
　そして、屋根体３の前部が前桁４の内側面に支持され、屋根体３の一方の側部が側桁４
の内側面に支持されると共に、屋根体３の後部と他方の側部が建物の外壁６に取付けられ
る。
【００２９】
　図２に示すように、柱１の前桁取付面１ａの幅方向寸法Ｓ１が前桁４の幅方向寸法Ｓ２

よりも大きく、柱１の側桁取付面１ｂの幅方向寸法Ｓ３が側桁５の幅方向寸法Ｓ４よりも
大きいと共に、前桁４、側桁５を柱１の取付面の幅方向中間部に連結してあるので、前桁
４の内側面４ｂが柱１の側桁取付面１ｂと面一とならずに、その内側面４ｂと前桁取付面
１ａとの間に段差Ｓ１が生じている。
　同様に、側桁５の内側面５ｂと柱１の側桁取付面１ｂとの間に段差Ｓ２が生じる。
　前述の段差Ｓ１，Ｓ２が生じないように内側面４ｂ，５ｂと取付面１ａ，１ｂを面一と
することが考えられるが、このようにすると外側面４ｃ，５ｃと柱１の取付面１ａ，１ｂ
との間で大きな段差が生じ、外観が見栄え悪くなると共に、柱１の幅方向内側寄りに前桁
４、側桁５から外力が作用するので、強度上好ましくない。なお、強度の面を無視して外
側面４ｃ，５ｃを柱１の外側面と面一にして外観の見栄えを良くした場合にも、前述の段
差Ｓ１，Ｓ２が生じる。
【００３０】
　前述したように、段差Ｓ１，Ｓ２があると前桁４の内側面４ｂに横部材を取付け、その
横部材に屋根体３の前部を支持して枠体２内に屋根板３を前桁４を基準として取付けした
場合に、その横部材を側桁５の内側面５ｂまで連続できないので、屋根体３の側部と側桁
５の内側面５ｂとの間に大きな隙間が生じる。
　また、横部材として雨樋を取付けた場合に、その雨樋が側桁５の内側面５ｂまで連続し
なくなり、側桁５の内側面５ｂ近くの雨水が雨樋に流れずに直接落下することになり、好
ましくない。
　このために、図２に示すように前桁４の内側面４ｂにアタッチメント１０を取付け、こ
のアタッチメント１０の横部材取付面を柱１の側桁取付面１ｂと面一として前述の段差Ｓ

１を無くした。
　そして、前記アタッチメント１０の横部材取付面に横部材２０を取付け、この横部材２
０を側桁５の内側面５ｂまで連続させる。
　この横部材２０で屋根体３の前部を支持して枠体２内に取付けることで、その屋根体３
の側部を側桁５の内側面５ｂまで連続して両者の間に大きな隙間が生じることが防止でき
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る。
　また、横部材２０を雨樋とすれば、その雨樋を側桁５の内側面５ｂまで連続させること
ができる。
【００３１】
　次の各部材の具体形状を説明する。
　前記アタッチメント１０は図５に示すように、横部材取付面１１の上部寄りに水返し用
のヒレ片１２が一体的に設けてあり、このヒレ片１２と横部材取付面１１とで下向き凹部
１３を形成し、下部寄りに上向き受片１４を有している。
　前記横部材取付面１１は前桁取付面１５と離隔し、その前桁取付面１５を前桁４の内側
面４ｂに接してビス１６で固着して取付けることで前記横部材取付面１１が柱１の側桁取
付面１ｂと面一となる。
　前記横部材２０は、底壁部２１と、この底壁部部２１の長手方向と直角方向（以下、幅
方向という）一側に設けた一側立上り部２２と、底壁部２１の幅方向他側に設けた他側立
上り部２３で断面ほぼ上向きコ字状の長尺材で、雨樋用凹部２４を有する。この雨樋用凹
部２４の長手方向の端部は塞ぎ板２４ａで閉塞してある。
　この一側立上り２２の上部に折り曲片２５、下部寄りに下向き係止片２６が設けてある
。
　前記他側立上り部２３の上部には横向片２７が一側立上り部２２に向けて一体的に設け
てあり、この他側立上り部２３で屋根体３の前部を支持するようにしてある。
　この実施の形態の横部材２０は雨樋兼屋根体支持材である。
【００３２】
　前記横部材２０は、水平姿勢に対して幅方向に斜めの姿勢とし、その折り曲片２５をア
タッチメント１０の下向き凹部１３に押し込み、その状態で水平姿勢として下向き係止片
２６を横部材取付面１１に接し、下方に移動して下向き係止片２６と上向き受片１４を嵌
合して仮取付けする。
　この後に、一側立上り部２２の上部寄りをビス２８でアタッチメント１０の横部材取付
面１１に固着する。
　このようであるから、横部材２０を仮取付してからビス止めして連結するので、その取
付け作業が簡単である。
　また、ビス１６、ビス２８は上部寄りであるから下方から見上げた場合に目視されずに
見栄えが良い。
【００３３】
　図２に示すように、側桁５の内側面５ｂには屋根体３の側部を支持する側部支持材３０
が取付けてある。
　前記側部支持材３０は図６に示すように、側桁取付面３１を側桁５の内側面５ｂに接し
てビス３２で固着して取付けてある。
　この側部支持材３０の支持面３３は柱１の前桁取付面１ａと面一で、その側部支持材３
０の長手方向一端部は横部材２０に接している。
　前記側部支持材３０の支持面３３の上部寄りには支持片３４が長手方向に連続して設け
てある。この支持片３４は上向き鉤形である。
　前記側部支持材３０は図２に示すように側桁５の内側面５ｂに、側桁５の長手方向に亘
って水平に対して傾斜して取付けてあり、その支持片３４も水平に対して傾斜している。
【００３４】
　前記屋根体３は図５と図６に示すように、複数の垂木４０と、この隣接した垂木４０の
上に水密材を介して設置した屋根板４１と、この屋根板４１を垂木４０に押しつける押え
材４２を備え、この押え材４２はビス４３で垂木４０に固着され、水密材を介して屋根板
４１に押しつけられる。
　前記垂木４０の前部は図５に示すように横部材２０に連結され、この垂木４０の後部は
図７と図８に示すように垂木掛け５０に垂木ブラケット５１とビス５２で連結してある。
【００３５】
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　図６に示すように、側桁５と隣接した垂木４０は側部支持材３０の支持面３３に接し、
この垂木４０に取付けた押え材４２の側桁５側部分は前記側部支持材３０の支持片３４に
水密材を介して押しつけてある。
　これによって、屋根体３の側部が側桁５の内側面５ｂに支持され、その支持部を雨仕舞
して支持部から雨水等が落下しないようにしてある。
【００３６】
　前記屋根板４１の前端部は図５に示すように屋根板支持材４４で支持されて浮き上るこ
とがないようにしてある。
　この屋根板支持材４４は横部材２０の他側立上り部２３に設けた横向き片２７に、ほぼ
水平姿勢から前桁４側に向けて揺動可能で、かつ垂木掛け５０側に向けては揺動しないよ
うに係止して設けられ、かつビス４５で固着してある。
　前記屋根板支持材４４は垂木掛け５０側に向けて開口した横向き凹部４６を有し、この
横向き凹部４６内に屋根板４１の前端部を挿入して支持している。
【００３７】
　前記垂木掛け５０は図７と図８に示すように、縦部５３と下横向部５４と上横向部５５
で断面横向きコ字状の長尺材で、横向き凹部５６を有している。
　前記垂木ブラケット５１の一端部は縦部５３にビス５２で固着され、この垂木ブラケッ
ト５１の他端部に垂木４０の長穴４０ｄからビス５２を螺合して固着される。
　このようであるから、長穴４０ｄの長さ相当だけ垂木４０の取付け位置を長手方向に調
整できる。
【００３８】
　前記垂木掛け５０の横向き凹部５６における隣接した垂木４０間に垂木掛けカバー５７
が図８に示すように取付けてある。例えば、垂木掛けカバー５７は中空矩形状の本体５７
ａに上係止片５７ｂと下係止片５７ｃを一体的に設けたもので、その上下係止片５７ｂ，
５７ｃが、前記垂木掛け５０の横向き凹部５６に形成した上係止受片５６ａと下係止受片
５６ｂに係止して取付けてある。
　前記屋根板４１の後端部は、前記垂木掛けカバー５７の上面（本体５７ａの上面）と垂
木掛け５０の上横向部５５との間に挿入して支持されている。
【００３９】
　前記垂木掛け５０は、壁付式の屋外構造物の場合には図８に示すように建物の外壁６に
取付け、独立式の屋外構造物の場合には図９に示すように後桁７の内側面７ａに取付ける
。
【００４０】
　次に、屋根体３の組立てについて説明する。
　横部材２０と垂木掛け５０とに亘って垂木４０を取付ける。
　この垂木４０は図６に示すように中空本体４０ａの上部横壁４０ｂに水密材装着部４０
ｃを設けた形状で、その中空本体４０ａの長手方向前端部を、その上部横壁４０ｂを残し
て切断して除去し、その残存した上部横壁４０ｂを横部材２０の横向き片２７に接してビ
スで固着する。
　この横向き片２７の上部横壁４０ｂが存在しない部分に屋根板支持材４４をそれぞれビ
ス止めして取付ける。
　屋根板４１を前桁４と垂木掛け５０との方向に湾曲して前端部を屋根板支持材４４の横
向き凹部４６に挿入して支持し、かつ後端部を垂木掛け５０の上横向部５５の下面に水密
材を介して接する。
　この状態で垂木掛けカバー５７を取付けて屋根板４１の後端部を支持する。
　最後に、押え材４２を垂木４０にビス４３で取付けて屋根板４１の左右端部を支持する
。
【００４１】
　前述のように、前桁４の内側面４ｂに横部材２０を取付けて屋根体３の前部を支持し、
側桁５の内側面５ｂに側部支持材３０を取付けて屋根体３の側部を支持するようにしたの
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で、前桁４、側桁５を押出形材、例えばアルミ押出形材とすることができると共に、屋根
体３の傾斜方向を任意にでき、しかも横部材２０、側部支持材３０の長手方向の水平に対
する角度を屋根体の傾斜角度に合せることができる。
【００４２】
　前述の実施の形態では、前桁４の内側面４ｂにアタッチメント１０を取付け、このアタ
ッチメント１０に横部材２０を取付けしたが、図１０に示すように前桁４の内側面４ｂに
横部材２０を取付け、この横部材２０で屋根体３の前部を支持するようにし、側桁５の内
側面５ｂに補助側桁６０を取付けて、この補助側桁６０の内側面６０ａを柱１の前桁取付
面１ａと面一としても良い。
　このようにしても、枠体２内に取付けた屋根体３の側部と側桁４の内側面４ｂとの間に
大きな隙間が生じることを防止できる。
【００４３】
　また、補助側桁６０の内側面６０ａに側部支持部材３０を取付け、屋根体３の側部を支
持するようにしても良い。
【符号の説明】
【００４４】
　１…柱、１ａ…前桁取付面、１ｂ…側桁取付面、２…枠体、３…屋根体、４…前桁、４
ａ…端面、４ｂ…内側面、５…側桁、５ａ…端面、５ｂ…内側面、１０…アタッチメント
、１１…横部材取付面、２０…横部材、６０…補助側桁、６０ａ…内側面。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】

【図１１】
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【図１２】

【図１３】

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月18日(2009.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　前述した従来の屋外構造物は、柱に前桁と側桁を取り付けて枠体とし、その枠体に屋根
体を取り付けているが、前記屋根体は枠体から上方に突出しているので、外観の見栄えが
悪い。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の目的は、屋根体が枠体から上方及び下方に突出しないようにして概観の見栄え
が良い屋外構造物とすることである。
【手続補正４】



(13) JP 2010-13930 A 2010.1.21

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、柱と、この柱に取付けた前桁と側桁を有する枠体と、この枠体に取付けた屋
根体を備え、
　前記前桁の幅方向寸法は柱の前桁取付面の幅方向寸法よりも小さく、その前桁の端面を
柱の前桁取付面に張り出ししないように突き当てて連結し、
　前記側桁の幅方向寸法は柱の側桁取付面の幅方向寸法よりも小さく、その側桁の端面を
柱の側桁取付面に張り出ししないように突き当てて連結し、
　前記屋根体は、前記前桁の内側面に取り付けた横部材と、複数の垂木と、前記横部材と
複数の垂木に亘って取り付けた屋根板を有し、
　前記前桁の内側面に、上向き係止片を有するアタッチメントをビスで固着して取り付け
、
　前記横部材は、底壁部と一側立上り部と他側立上り部で雨樋用凹部を有し、その一側立
上り部に、前記上向き係止片に係止する下向き係止片を有すると共に、前記他側立上り部
の上部に、前記屋根板の前端部が挿入する横向き凹部を有し、
　前記横部材は、その下向き係止片が前記アタッチメントの上向き係止片に係止して前桁
に取り付けられ、
　前記屋根板の前端部は、前記横部材の横向き凹部に挿入して支持し、
　前記屋根体は枠体から上方及び下方に突出しないようにしたことを特徴とする屋外構造
物である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明においては、前記柱は垂直で、前記枠体の前桁、側桁は水平で、
　前記屋根体は水平に対して傾斜していることが好ましい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　このようにすれば、柱が垂直で、前桁、側桁が水平であるから、柱と前桁、側桁を簡単
に連結できる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】



(14) JP 2010-13930 A 2010.1.21

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明によれば、屋根体は枠体の上方、下方に突出させずに枠体内に収納されているの
で、外観の見栄えが良い。
　しかも、横部材の横向き凹部に屋根板の前端縁を挿入して支持しているので、屋根板の
前端部が浮き上がることがない。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
【図１】本発明の第１の実施の形態を示す全体斜視図である。
【図２】柱と前桁と側桁の連結部の斜視図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態を示す全体斜視図である。
【図４】本発明の第３の実施の形態を示す全体斜視図である。
【図５】第１の実施の形態における前桁部分の断面図である。
【図６】第１の実施の形態における側桁部分の断面図である。
【図７】垂木と垂木掛けの分解斜視図である。
【図８】壁付式の場合の垂木掛け部分の断面図である。
【図９】独立式の場合の垂木掛け部分の断面図である。
【図１０】本発明の屋根体取付けの第２の実施の形態を示す概略平面図である。
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【手続補正１６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柱と、この柱に取付けた前桁と側桁を有する枠体と、この枠体に取付けた屋根体を備え
、
　前記前桁の幅方向寸法は柱の前桁取付面の幅方向寸法よりも小さく、その前桁の端面を
柱の前桁取付面に張り出ししないように突き当てて連結し、
　前記側桁の幅方向寸法は柱の側桁取付面の幅方向寸法よりも小さく、その側桁の端面を
柱の側桁取付面に張り出ししないように突き当てて連結し、
　前記屋根体は、前記前桁の内側面に取り付けた横部材と、複数の垂木と、前記横部材と
複数の垂木に亘って取り付けた屋根板を有し、
　前記前桁の内側面に、上向き係止片を有するアタッチメントをビスで固着して取り付け
、
　前記横部材は、底壁部と一側立上り部と他側立上り部で雨樋用凹部を有し、その一側立
上り部に、前記上向き係止片に係止する下向き係止片を有すると共に、前記他側立上り部
の上部に、前記屋根板の前端部が挿入する横向き凹部を有し、
　前記横部材は、その下向き係止片が前記アタッチメントの上向き係止片に係止して前桁
に取り付けられ、
　前記屋根板の前端部は、前記横部材の横向き凹部に挿入して支持し、
　前記屋根体は枠から上方及び下方に突出しないようにしたことを特徴とする屋外構造物
。
【請求項２】
　前記柱は垂直で、前記枠体の前桁、側桁は水平で、
　前記屋根体は水平に対して傾斜している請求項１記載の屋外構造物。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
【補正方法】削除
【補正の内容】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment

